
議案第１９号 
 

令和４年度篠栗町水道事業会計予算 

 
（総則） 
第１条 令和４年度篠栗町水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

 
（業務の予定量） 
第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 
 

（１） 給水戸数（月平均） 12,455 戸  
（２） 年間総給水量 2,708,000 ㎥  
（３） 一日平均給水量 7,419 ㎥  
（４） 主要な建設改良費    
  配水管整備工事 128,987 千円  
  施設整備工事 76,230 千円  

 
（収益的収入及び支出） 
第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 
 
 収 入 

第１款  水道事業収益 594,021 千円  
 第１項  営業収益 568,039 千円  
 第２項  営業外収益 25,981 千円  
 第３項  特別利益 1 千円  

 
 支 出 

第１款  水道事業費用 558,243 千円  
 第１項  営業費用 535,410 千円  
 第２項  営業外費用 21,733 千円  
 第３項  特別損失 100 千円  
 第４項  予備費 1,000 千円  
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（資本的収入及び支出） 
第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資本的支

出額に対し不足する額 174,669 千円は、過年度分損益勘定留保資金 21,399 千円、当年度

分損益勘定留保資金 113,486 千円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 
24,396 千円、減債積立金 15,388 千円で補てんするものとする。） 

 
 収 入 

第１款  資本的収入 218,900 千円  
 第１項  企業債 218,900 千円  

  
支 出 

第１款  資本的支出 393,569 千円  
 第１項  建設改良費 268,358 千円  
 第３項  企業債償還金 125,211 千円  

 
（企業債） 
第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 
 

起債の目的 限度額 起債の方法 利率 償還の方法 

配水施設等建設

改良工事費 
218,900 千円 証書借入 

4.0%以内（た

だし、利率見直

し方式で借り入

れる政府資金及

び地方公共団体

金融機構資金に

ついて、利率見

直しを行った後

においては、当

該見直し後の利

率） 

政府資金及び地方

公共団体金融機構資

金については、その

融資条件により、銀

行その他の場合には

その債権者と協定す

るものによる。ただ

し、企業財政の都合

により据置期間及び

償還期限を短縮し、

又は繰上償還もしく

は低利に借換えする

ことができる。 
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（予定支出の各項の経費の金額の流用） 
第６条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 
 
 （１）収益的支出のうち、消費税に不足が生じた場合における営業費用及び営業外費用の

間の流用 
 
（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 
第７条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し又

はそれ以外の経費をその経費の全額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 
 
（１）職員給与費  47,829 千円 

 
（たな卸資産購入限度額） 
第８条 たな卸資産の購入限度額は、12,000 千円と定める。 

 
 

  令和４年３月７日提出 
 
                          篠栗町長  三 浦  正 
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（単位：千円）

1 水道事業収益 594,021

1 営業収益 568,039

1 給水収益 544,810

2 受託工事収益 2,000

3 その他営業収益 21,229

2 営業外収益 25,981

1 受取利息 6

2 営業外雑収益 6,334

3 賃貸料 6

5 消費税及び地方消費税還付金 1

7 長期前受金戻入益 19,632

8 引当金戻入益 2

3 特別利益 1

2 過年度損益修正益 1

予定額目項款

令和４年度 篠栗町水道事業会計予算実施計画

収    益    的    収    入   及   び   支   出

収      　　  入

備考
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（単位：千円）

1 水道事業費用 558,243

1 営業費用 535,410

1 原水及び浄水費 306,229

2 配水及び給水費 41,177

3 受託工事費 2,000

4 総係費 52,886

5 減価償却費 120,213

6 資産減耗費 12,905

2 営業外費用 21,733

1 支払利息 11,733

2 消費税及び地方消費税 10,000

3 特別損失 100

5 過年度損益修正損 100

4 予備費 1,000

1 予備費 1,000

支      　　  出

款 項 目 予定額 備考
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（単位：千円）

1 資本的収入 218,900

1 企業債 218,900

1 企業債 218,900

款 項 目 予定額 備考

収      　　  入

資    本    的    収    入   及   び   支   出
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（単位：千円）

1 資本的支出 393,569

1 建設改良費 268,358

1 改良費 268,020

2 固定資産購入費 338

3 企業債償還金 125,211

1 企業債償還金 125,211

支      　　  出

款 項 目 予定額 備考
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Ⅰ 業務活動によるキャッシュフロー

当年度純利益（△は純損失）

減価償却費

固定資産除却費

賞与引当金の増減額（△は減少）

貸倒引当金の増減額（△は減少）

長期前受金の戻入額

受取利息及び配当金

支払利息及び企業債取扱費

未収金の増減額（△は増加）

未払金・未払費用の増減額（△は減少）

小計

受取利息及び配当金

支払利息及び企業債取扱諸費

業務活動によるキャッシュフロー ①

Ⅱ 投資活動によるキャッシュフロー

固定資産取得・建設改良事業等実施額

投資活動によるキャッシュフロー ②

Ⅲ 財務活動によるキャッシュフロー

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出

財務活動によるキャッシュフロー ③

Ⅳ 現金預金の増加額　　④ = ① + ② + ③

Ⅴ 現金預金の期首残高

Ⅵ 現金預金の期末残高

742

△ 5,888

△ 8,027

137,016

612,243

△ 24,984

△ 125,211

93,689

△ 222

△ 19,632

△ 6

11,733

6

125,289

△ 243,962

△ 243,962

△ 11,733

637,227

218,900

25,199

120,213

12,904

（令和4年4月1日から令和5年3月31日まで）
（単位：千円）（間接法）

令和４年度　篠栗町水道事業予定キャッシュフロー計算書
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１　総　括　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

特別職 一般職 報　酬 給　料 賃　金 手　当 計

0 6 0 22,097 0 14,159 36,256

0 0 0 0 0 0 0

0 6 0 22,097 0 14,159 36,256

0 5 0 18,342 0 11,026 29,368

0 0 0 0 0 0 0

0 5 0 18,342 0 11,026 29,368

0 1 0 3,755 0 3,133 6,888

0 0 0 0 0 0 0

0 1 0 3,755 0 3,133 6,888

（単位：千円）

備　　考

給　与　費

給　　与　　費　　明　　細　　書

0 0

1,693 8,581

5,460 34,828

1,693 8,581

43,409

0

43,409

資本勘定支弁職員

合　　　計

0 0

5,460 34,828

資本勘定支弁職員

損益勘定支弁職員

資本勘定支弁職員

合　　　計

0

7,153

7,153

損益勘定支弁職員

区分

合　　　計

職員数
（人）

比　較

前年度

本年度

区分

合　　　計

合　　　計

資本勘定支弁職員

損益勘定支弁職員

損益勘定支弁職員

資本勘定支弁職員

本年度

前年度

法定福利費 合　　計

比　較

損益勘定支弁職員

資本勘定支弁職員

合　　　計

損益勘定支弁職員
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手当の内訳 （単位：千円）

扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当
時間外

勤務手当
管理職
手当

期末勤勉
手当

特殊勤務
手当

918 1,447 612 102 782 1,086 9,212 0

858 1,190 276 126 406 628 7,542 0

60 257 336 △ 24 376 458 1,670 0

２　給料及び職員手当の増減額の明細 （単位：千円）

備　　考

0△ 54

3,809

円 円

円 円

歳 歳

円 円

円 円

歳 歳

（２）初任給 （単位：円）

－

49

305,700

363,767

技能・労務職

306,903

区分

48

一般行政職

－

技能・労務職

技能・労務職

平均給料月額

一般行政職

一　般　会　計　の　制　度

大学卒

－

－

－

－

平均給料月額

令和4年
4月1日現在

－

－

375,611平均給与月額

平均年齢

182,200

154,900

一般行政職

本　年　度

令和3年
4月1日現在

高校卒

平均年齢

平均給与月額

区　　　分

比　　　較

前　年　度

３　給料及び職員手当の状況

（１）職員1人当り給与

3,1333,133

増減額 増　減　事　由　別　内　訳区　　分

182,200

154,900

給　　料 昇給に伴う増加分

給与改定に伴う増減分

区　　　分

職員手当

－

－

3,755

人事異動等による

その他の増減分

説　　　明

人事異動等による

その他の増減分
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級

６　級 1 （－） 20.0 （－） （－） （－）

５　級 1 （－） 20.0 （－） （－） （－）

４　級 1 （－） 20.0 （－） （－） （－）

３　級 1 （－） 20.0 （－） （－） （－）

２　級 1 （1） 20.0 （－） （－） （－）

１　級 （－） （－） （－） （－）

通号級 （－） （－） （－） （－）

計 5 （1） 100.0 （－） （－） （－）

級

６　級 1 （－） 20.0 （－） （－） （－）

５　級 （－） 0.0 （－） （－） （－）

４　級 1 （－） 20.0 （－） （－） （－）

３　級 2 （－） 40.0 （－） （－） （－）

２　級 1 （－） 20.0 （－） （－） （－）

１　級 （－） 0.0 （－） （－） （－）

通号級 （－） （－） （－） （－）

計 5 （－） 100.0 （－） （－） （－）

令和3年
4月1日
現在

※（　）内は短時間勤務職員にかかるもの。

一般行政職 技能・労務職

（３）級別職員数
一般行政職 技能・労務職

構成比（%）職員数（人）

構成比（%） 構成比（%）
区分

職員数（人）

区分

職員数（人）

職員数（人）

令和4年
4月1日
現在

構成比（%）
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６月 １２月 ３月 支給率計

(1.175) (1.175) （－） （2.35）

2.225 2.225 4.45

（－） （－） （－） （－）

2.225 2.225 4.45

（1.175） （1.175） （－） （2.35）

2.225 2.225 4.45

（４）昇給

比率（B）/（A）　（％） 80.0 80.0

本年度 有

（５）期末手当・勤勉手当

区　　分
支給期別支給率（月分）

６号級（人）

備　考
職制上の段階、職務の
級等による加算措置

※（　）内は再任用職員にかかるもの。

前年度

一般会計
の制度

有

有

２号級（人）

８号級（人）

4 4

4 4

合　　　計 一般行政職 技能・労務職

5 5

技能・労務職一般行政職合　　　計

44

6

比率（B）/（A）　（％）

44

66.766.7

区　　　　　　分

８号級（人）

６号級（人）

４号級（人）

２号級（人）

6

前
　
年
　
度

号
級
数
別
内
訳

本
　
年
　
度

号
級
数
別
内
訳

昇給に係る職員数（B）
（人）

職員数（A）（人）

区　　　　　　分

昇給に係る職員数（B）
（人）

４号級（人）

職員数（A）（人）
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区　　分
20年勤続
（月分）

25年勤続
（月分）

35年勤続
（月分）

最高限度
（月分）

支給率等 24.587 33.271 47.709 47.709

一般会計の制度
（支給率等）

24.587 33.271 47.709 47.709

差異の内容

通　勤　手　当

地　域　手　当

同

同

一般会計の制度との異同区　　　分

（６）定年退職及び勧奨退職に係る退職手当

その他の加算措置等

定年前早期退職特例
措置（2～20%）

備考

定年前早期退職特例
措置（2～20%）

同

同

住　居　手　当

扶　養　手　当

（７）その他の手当
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期間 金額 期間 金額

千円 年度 千円 年度 千円

H29

～

R3

千円

篠栗町統合型ＧＩＳ構築・
運用業務委託

12,481 10,132 2,349 2,349R4

債務負担行為に関する調書

事　項 限度額

前年度末までの支払義務
発生（見込）額

当該年度以降の支払義
務発生予定額

左の財源内訳

自己資金
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　(単位：千円)

１　固定資産

（１）有形固定資産

　　　イ　土地 362,100

　　　ロ　建物 159,487

　　　　　減価償却累計額 △ 100,626 58,861

　　　ハ　構築物 4,266,842

　　　　　減価償却累計額 △ 2,246,662 2,020,180

　　　ニ　機械及び装置 1,273,007

　　　　　減価償却累計額 △ 862,306 410,701

　　　ホ　車両及び運搬具 5,266

　　　　　減価償却累計額 △ 950 4,316

　　　へ　工具器具及び備品 10,187

　　　　　減価償却累計額 △ 7,908 2,279

　　　ト　建設仮勘定 57,094

　　　有形固定資産合計 2,915,531

（２）無形固定資産

　　　イ　電話加入権 97

　　　無形固定資産合計 97

　　　固定資産合計 2,915,628

２　流動資産

（１）現金預金 612,243

（２）未収金

　　　イ　未収水道料金 43,585

　　　ロ　その他未収金 8,276

　　　貸倒引当金 △ 3,280 48,581

（３）貯蔵品 6,083

　　　流動資産合計 666,907

３　繰延勘定

（１）開発費 0

　　　開発費償却累計額 0 0

　　　繰延勘定合計 0

　　  資産合計 3,582,535

(令和5年3月31日現在)

令和４年度　篠栗町水道事業予定貸借対照表（当年度）

--- 資 産 の 部 ---
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４　固定負債

（１）企業債 889,536

　　　固定負債合計 889,536

５　流動負債

（１）企業債 248,461

（２）他会計借入金 0

（３）引当金 3,651

（４）未払金 0

（５）その他流動負債 24

　　　流動負債合計 252,136

６　繰延収益

（１）長期前受金

　　　イ　国庫補助金 8,854

　　　ロ　工事負担金 200

　　　ハ　受贈財産評価額 39,998

　　　ニ　その他長期前受金 344,746

　　　長期前受金収益化累計額 △ 241,794

　　　繰延収益合計 152,004

　　　負債合計 1,293,676

７　資本金

 （１）自己資本金 1,658,075

　　　資本金合計 1,658,075

８　剰余金

（１）資本剰余金

　　　イ　国庫補助金 0

　　　ロ　工事負担金 0

　　　ハ　受贈財産評価額 717

　　　ニ　その他資本剰余金 209

　　　資本剰余金合計 926

（２）利益剰余金

　　　イ　減債積立金 200,000

　　　ロ　建設改良積立金 404,656

　　　ハ　当年未処分利益剰余金 25,200

　　　利益剰余金合計 629,856

　　　剰余金合計 630,782

　　　資本合計 2,288,857

　　　負債資本合計 3,582,533

--- 資 本 の 部 ---

--- 負 債 の 部 ---
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注     記 

 

Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

 

 １．資産の評価基準及び評価方法 

 （１）たな卸資産の評価基準及び評価方法 

    貯蔵品・・・先入先出法による原価法 

 

 ２．固定資産の減価償却の方法 

 （１）有形固定資産 

    定額法 

    ・主な耐用年数 

      建物        13 年～50 年 

      構造物        5 年～60 年 

      機械及び装置     8 年～40 年 

      車両及び運搬具    5 年 

      工具器具及び備品   3 年～15 年 

 

 ３．引当金の計上基準 

 （１）退職給付引当金 

     職員の退職手当は、「退職手当負担に関する協定書」に基づき、篠栗町水道事業

会計が毎期支出する福岡県市町村職員退職手当組合に対する一般負担金を除き、一

般会計がその全額を負担することとなっているため、退職給付引当金は計上してい

ない。 

 

 （２）賞与引当金 

     職員の期末手当、勤勉手当の支給及びこれに伴う法定福利費の支出に備えるため、

当事業年度末における支給見込み額に基づき、当事業年度の負担に属する額を計上

している。 

 

 （３）貸倒引当金 

     債権の不納欠損による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、

貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額

を計上している。 

 

 ４．その他会計に関する書類の作成のための基礎となる重要な事項 

 （１）消費税等の会計処理 
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     消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。 

 

Ⅱ．予定貸借対照表等に関する注記 

 

 １．引当金の取崩し 

 （１）賞与引当金 

     当事業年度における職員の期末手当、勤勉手当の支給及びこれに伴う法定福利費

の支出にあたり、賞与引当金 2,907 千円を取り崩す見込みである。 

 

 （２）貸倒引当金 

     当事業年度における債権の不納欠損による損失のため、貸倒引当金 600 千円を取

り崩す見込みである。 
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(単位：千円)  

　１　営業収益

　　(1)給水収益 497,611

　　(2)受託工事収益 0

　　(3)その他営業収益 23,688 521,299

　２　営業費用

　　(1)原水及び浄水費 268,109

　　(2)配水及び給水費 37,200

　　(3)受託工事費 0

　　(4)総係費 51,630

　　(5)減価償却費 108,244

　　(6)資産減耗費 20,331

　　(7)その他営業費用 0 485,514

営業利益 35,785

　３　営業外収益

　　(1)受取利息及び配当金 6

　　(2)営業外雑収益 5,610

　　(3)賃貸料 6

　　(4)他会計補助金 0

　　(5)長期前受金戻入益 14,887

　　(6)引当金戻入益 0

　　(7)その他営業外収益 0 20,509

　４　営業外費用

　　(1)支払利息 14,645

　　(2)繰延勘定償却 0

　　(3)予備費 0

　　(4)その他営業外費用 4 14,649 5,860

経常利益 41,645

　５　特別利益

　　(1)固定資産売却益 0

　　(2)過年度損益修正益 1

　　(3)その他特別利益 0 1

　６　特別損失

　　(1)固定資産売却損 0

　　(2)貸倒損失 0

　　(3)過年度損益修正損 91

　　(4)その他特別損失 0 91 △ 90

当年度純利益 41,555

前年度繰越利益剰余金 0

その他未処分利益剰余金変動額 0

当年度未処分利益剰余金 41,555

（令和3年4月1日から令和4年3月31日まで）

令和３年度　篠栗町水道事業予定損益計算書（前年度）
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　(単位：千円)

１　固定資産

（１）有形固定資産

　　　イ　土地 362,100

　　　ロ　建物 159,487

　　　　　減価償却累計額 △ 96,269 63,218

　　　ハ　構築物 4,151,492

　　　　　減価償却累計額 △ 2,165,530 1,985,962

　　　ニ　機械及び装置 1,214,393

　　　　　減価償却累計額 △ 828,281 386,111

　　　ホ　車両及び運搬具 5,266

　　　　　減価償却累計額 △ 950 4,316

　　　へ　工具器具及び備品 10,187

　　　　　減価償却累計額 △ 7,209 2,978

　　　ト　建設仮勘定 0

　　　有形固定資産合計 2,804,685

（２）無形固定資産

　　　イ　電話加入権 97

　　　無形固定資産合計 97

　　　固定資産合計 2,804,783

２　流動資産

（１）現金預金 637,227

（２）未収金

　　　イ　未収水道料金 43,790

　　　ロ　その他未収金 44

　　　貸倒引当金 △ 3,502 40,331

（３）貯蔵品 6,083

　　　流動資産合計 683,641

３　繰延勘定

（１）開発費 0

　　　開発費償却累計額 0 0

　　　繰延勘定合計 0

　　  資産合計 3,488,424

令和３年度　篠栗町水道事業予定貸借対照表（前年度）

(令和4年3月31日現在)

--- 資 産 の 部 ---
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４　固定負債

（１）企業債 790,755

　　　固定負債合計 790,755

５　流動負債

（１）企業債 253,553

（２）他会計借入金 0

（３）引当金 2,909

（４）未払金 5,888

（５）その他流動負債 24

　　　流動負債合計 262,374

６　繰延収益

（１）長期前受金

　　　イ　国庫補助金 14,141

　　　ロ　工事負担金 200

　　　ハ　受贈財産評価額 46,753

　　　ニ　その他長期前受金 352,459

　　　長期前受金収益化累計額 △ 241,916

　　　繰延収益合計 171,636

　　　負債合計 1,224,766

７　資本金

（１）自己資本金 1,658,075

　　　資本金合計 1,658,075

８　剰余金

（１）資本剰余金

　　　イ．国庫補助金 0

　　　ロ．工事負担金 0

　　　ハ．受贈財産評価額 717

　　　ニ．その他資本剰余金 209

　　　資本剰余金合計 926

（２）利益剰余金

　　　イ．減債積立金 200,000

　　　ロ．建設改良積立金 363,102

　　　ハ．当年未処分利益剰余金 41,555

　　　利益剰余金合計 604,656

　　　剰余金合計 605,583

　　　資本合計 2,263,658

　　　負債資本合計 3,488,424

--- 資 本 の 部 ---

--- 負 債 の 部 ---
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水道事業会計

節 金　額 金　額

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

01 水道事業収益 594,021 575,963 18,058

 01 営業収益 568,039 554,889 13,150

01 給水収益 544,810 538,605 6,205

001 水道使用料 544,810

02 受託工事収益 2,000 2,000 0

001 修繕工事収益 1,000

002 配水管敷設工事収益 1,000

03 その他営業収益 21,229 14,284 6,945

001 手数料 384 給水申込手数料 70

給水装置工事検査手数料 100

証明手数料 3

督促手数料 1

指定給水装置工事事業者登録手数料 210

002 負担金 19,800 給水負担金 19,800

004 雑収益 45 電気料金相当額負担金 44

その他雑収益 1

005 他会計負担金 1,000 消火栓修理費用負担金 1,000

 02 営業外収益 25,981 21,073 4,908

01 受取利息 6 6 0

001 預金利息 6

02 営業外雑収益 6,334 6,171 163

002 その他雑収益 6,334 下水道事務負担金 6,334

03 賃貸料 6 6 0

001 賃貸料 6

05 消費税還付金 1 1 0

001 消費税及び地方消費税還付金 1

07 長期前受金戻入益 19,632 14,887 4,745

001 受贈財産評価額長期前受金戻入益 10,404

002 他会計補助金長期前受金戻入益 22

003 国庫補助金長期前受金戻入益 475

007 その他長期前受金戻入益 8,731

08 引当金戻入益 2 2 0

002 賞与引当金戻入益 1

005 貸倒引当金戻入益 1

 03 特別利益 1 1 0

02 過年度損益修正益 1 1 0

001 過年度損益修正益 1

令和４年度 当初予算内訳書
収益的収入及び支出

収  入

款･項 目
当年度
予定額

前年度
予定額

増 減 額
明　　　細

説　　　明
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水道事業会計

節 金　額 金　額

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

01 水道事業費用 558,243 545,131 13,112

 01 営業費用 535,410 512,848 22,562

01 原水及び浄水費 306,229 296,698 9,531

008 旅費 3 普通旅費 3

011 備消耗品費 100

012 燃料費 36

015 通信運搬費 533 電話料金 80

光回線利用料 119

その他通信運搬費 334

017 委託料 57,920 運転維持管理等包括業務委託料 57,420

業務委託料 500

018 手数料 3,327 定期水質検査料 3,319

腸内病原細菌検査料 8

020 修繕費 18,241 施設等修繕費 18,241

023 動力費 18,850

026 薬品費 440 その他薬品費 440

027 用地費及び補償費 7,174 水利補償費 7,174

029 受水費 197,057

030 工事請負費 2,288

031 研修費 260

02 配水及び給水費 41,177 31,279 9,898

001 給料 7,145 一般職給与 7,145

002 手当 4,442 地域手当 457

期末手当 1,526

勤勉手当 1,137

時間外手当 478

管理職手当 457

住居手当 336

通勤手当 51

004 賞与引当金繰入額 1,193 期末・勤勉手当引当金繰入額 997

法定福利費引当金繰入額 196

007 法定福利費 2,411 職員共済組合負担金 2,411

008 旅費 8 普通旅費 8

011 備消耗品費 61

012 燃料費 270

013 光熱水費 304

014 印刷製本費 36

015 通信運搬費 132

017 委託料 4,116 業務委託料 547

漏水調査委託料 300

統合型ＧＩＳ関連委託料 3,269

019 賃借料 481 積算システムリース料 461

その他賃借料 20

令和４年度 当初予算内訳書
収益的収入及び支出

支  出

款･項 目
当年度
予定額

前年度
予定額

増 減 額
明　　　細

説　　　明
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水道事業会計

節 金　額 金　額

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

020 修繕費 14,630 量水器修繕費 3,630

配水管修繕費 10,000

消火栓等修繕費 1,000

023 動力費 5,412

025 材料費 500

031 研修費 36

03 受託工事費 2,000 2,000 0

020 修繕費 1,000

030 工事請負費 1,000

04 総係費 52,886 54,148 △ 1,262

001 給料 14,952 一般職給与 14,952

002 手当 10,863 扶養手当 918

地域手当 990

期末手当 2,413

勤勉手当 1,676

時間外手当 304

管理職手当 629

住居手当 276

通勤手当 51

退職手当組合負担金 3,606

004 賞与引当金繰入額 2,457 期末・勤勉手当引当金繰入額 2,075

法定福利費引当金繰入額 382

007 法定福利費 4,366 職員共済組合負担金 4,296

公務災害負担金 70

008 旅費 206 普通旅費 22

特別旅費 184

011 備消耗品費 119

014 印刷製本費 845 納付書等印刷費 581

パフォーマンスチャージ料 264

015 通信運搬費 1,457 郵便料金 1,424

その他通信運搬費 33

017 委託料 12,070 業務委託料 1,980

検針業務委託料 7,115

料金・会計システム関連業務委託料 2,975

018 手数料 2,766 口座振替取扱手数料 1,004

コンビニ収納手数料 969

クレジット収納手数料 793

019 賃借料 1,624 料金・会計システムリース料 1,624

020 修繕費 275 車両運搬具修繕費 275

031 研修費 22

034 会費負担金 181 日本水道協会会費 131

糟屋地区水道協会会費 50

令和４年度 当初予算内訳書
収益的収入及び支出

支  出

款･項 目
当年度
予定額

前年度
予定額

増 減 額
明　　　細

説　　　明
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水道事業会計

節 金　額 金　額

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

035 保険料 324 建物災害共済払込分担金 117

水道賠償責任保険料 75

自動車任意保険料 72

自賠責保険料（車検） 60

036 公課費 30 軽油引取税 10

自動車重量税（車検） 17

その他公課費 3

038 貸倒引当金繰入額 329

05 減価償却費 120,213 108,244 11,969

001 有形固定資産減価償却費 120,213 建物減価償却費 4,357

構築物減価償却費 81,132

機械及び装置減価償却費 32,840

車輛及び運搬具原価償却費 1,185

工具器具及び運搬具減価償却費 699

06 資産減耗費 12,905 20,479 △ 7,574

001 固定資産除却費 12,904

002 たな卸資産減耗費 1

 02 営業外費用 21,733 31,183 △ 9,450

01 支払利息 11,733 21,183 △ 9,450

001 企業債利息 11,733

02 消費税及び地方消費税 10,000 10,000 0

001 消費税及び地方消費税 10,000

 03 特別損失 100 100 0

05 過年度損益修正損 100 100 0

001 過年度損益修正損 100

 04 予備費 1,000 1,000 0

01 予備費 1,000 1,000 0

001 予備費 1,000

令和４年度 当初予算内訳書
収益的収入及び支出

支  出

款･項 目
当年度
予定額

前年度
予定額

増 減 額
明　　　細

説　　　明
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水道事業会計

節 金　額 金　額

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

01 資本的収入 218,900 190,300 28,600

 01 企業債 218,900 190,300 28,600

01 企業債 218,900 190,300 28,600

001 建設改良等企業債 218,900

令和４年度 当初予算内訳書
資本的収入及び支出

収  入

款･項 目
当年度
予定額

前年度
予定額

増 減 額
明　　　細

説　　　明
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水道事業会計

節 金　額 金　額

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

01 資本的支出 393,569 320,780 72,789

 01 建設改良費 268,358 203,385 64,973

01 改良費 268,020 200,300 67,720

017 委託料 62,803 設計委託料 59,758

その他委託料 3,045

030 工事請負費 205,217 配水管整備工事費 128,987

施設等整備工事費 76,230

02 固定資産購入費 338 3,085 △ 2,747

001 有形固定資産購入費 338 機械及び装置 338

 03 企業債償還金 125,211 117,395 7,816

01 企業債償還金 125,211 117,395 7,816

001 建設改良等企業債償還金 125,211

令和４年度 当初予算内訳書
資本的収入及び支出

支  出

款･項 目
当年度
予定額

前年度
予定額

増 減 額
明　　　細

説　　　明
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